
(57)【要約】

一連のエレベータ巻上ロープ（３）がカウンタウェイト

（２）およびエレベータカー（１）を懸垂する。エレベ

ータは綱溝を備えた１つ以上の綱車を有し、これら綱車

の１つは巻上ロープ（３）を動かすトラクションシーブ

（７）である。少なくともトラクションシーブ（７）は

巻上ロープ（３）に接触する被覆材を有し、これは巻上

ロープに粘着し、摩擦係数を増大させる。少なくともト

ラクションシーブ（７）および巻上ロープ（３）は共同

して材料のペアを形成し、この材料のペアにおいて巻上

ロープ（３）はトラクションシーブ（７）に食い込み、

トラクションシーブ（７）の表面の摩擦係数を増大させ

る被覆材（102）が失われてしまうという異常事態とな

っても、エレベータの運転にとって十分な把持力を保持

する。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
実 質 的 に 円 形 の 断 面 を 有 す る 複 数 の 巻 上 ロ ー プ か ら 成 る 一 連 の 巻 上 ロ ー プ （ ３ ） が カ ウ ン
タ ウ ェ イ ト （ ２ ） お よ び エ レ ベ ー タ カ ー （ １ ） を 懸 垂 し 、 綱 溝 を 備 え た １ つ 以 上 の 綱 車 を
有 し 、 該 綱 車 の １ つ は 、 摩 擦 係 数 を 増 大 さ せ る 材 料 で 被 覆 さ れ た ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ （ ７
） で あ り 、 該 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ は 駆 動 装 置 に よ っ て 駆 動 さ れ て 前 記 一 連 の 巻 上 ロ ー プ （
３ ） を 動 か す エ レ ベ ー タ に お い て 、 少 な く と も 前 記 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ （ ７ ） は 前 記 一 連
の 巻 上 ロ ー プ （ ３ ） と 共 同 し て 材 料 の ペ ア を 形 成 し 、 該 材 料 の ペ ア に よ っ て 、 前 記 ト ラ ク
シ ョ ン シ ー ブ （ ７ ） の 表 面 の 被 覆 材 （ 102） が 失 わ れ た 後 に 、 前 記 巻 上 ロ ー プ （ ３ ） は 前
記 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ （ ７ ） に 食 い 込 む こ と を 特 徴 と す る エ レ ベ ー タ 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の エ レ ベ ー タ に お い て 、 前 記 綱 車 の 被 覆 材 は ゴ ム 、 ポ リ ウ レ タ ン ま た は そ
の 他 の 弾 性 材 料 で 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る エ レ ベ ー タ 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の エ レ ベ ー タ に お い て 、 使 用 さ れ る 前 記 巻 上 ロ ー プ （ ３ ） は 、 直
径 が ８ mmよ り 小 さ く 、 好 ま し く は ３ mm～ ５ mmで あ る 細 い ス ー パ ー ス ト ロ ン グ ロ ー プ で あ る
こ と を 特 徴 と す る エ レ ベ ー タ 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ な い し ３ の い ず れ か に 記 載 の エ レ ベ ー タ に お い て 、 前 記 巻 上 ロ ー プ （ ３ ） は 、 複
数 の ス チ ー ル ワ イ ヤ か ら 撚 り 合 わ さ れ た 負 荷 耐 久 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る エ レ ベ ー タ
。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ な い し ５ の い ず れ か に 記 載 の エ レ ベ ー タ に お い て 、 該 エ レ ベ ー タ は 、 前 記 ト ラ ク
シ ョ ン シ ー ブ （ ７ ） の 表 面 の 被 覆 材 （ 102） が 失 わ れ た 異 常 事 態 に あ っ て も 安 全 に 使 用 可
能 で あ る こ と を 特 徴 と す る エ レ ベ ー タ 。
【 請 求 項 ６ 】
特 に ス チ ー ル ワ イ ヤ ロ ー プ 用 に 設 計 さ れ た ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ （ ７ ） で あ っ て 、 そ の 外 側
リ ム （ 106） に 巻 上 ロ ー プ （ ３ ） 用 の 綱 溝 （ 101） を 有 し 、 該 巻 上 ロ ー プ （ ３ ） に 対 す る 摩
擦 力 を 増 大 さ せ る 被 覆 材 （ 102） を 有 す る ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ に お い て 、 該 ト ラ ク シ ョ ン
シ ー ブ （ ７ ） に 用 い ら れ る 材 料 は 、 少 な く と も 該 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ （ ７ ） の 外 側 リ ム （
106） 上 に あ る 前 記 被 覆 材 （ 102） の 下 で は 、 前 記 巻 上 ロ ー プ （ ３ ） を ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ
に 食 い 込 ま せ る 材 料 で あ る こ と を 特 徴 と す る ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 ６ に 記 載 の ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ （ ７ ） に お い て 、 前 記 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ （ ７ ） の
材 料 は 、 軟 鋼 、 ア ル ミ ニ ウ ム 、 鋳 鉄 、 真 鍮 ま た は 目 的 に 応 じ た 他 の 材 料 と し て よ い こ と を
特 徴 と す る ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ 。
【 請 求 項 ８ 】
請 求 項 ６ ま た は ７ に 記 載 の ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ （ ７ ） に お い て 、 該 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ は
、 該 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ （ ７ ） の 綱 溝 （ 201） の 底 部 に 、 前 記 巻 上 ロ ー プ （ ３ ） を 前 記 綱
溝 に 効 果 的 に 食 い 込 ま せ る 綱 溝 形 状 （ 203） を 有 す る こ と を 特 徴 と す る ト ラ ク シ ョ ン シ ー
ブ 。
【 請 求 項 ９ 】
請 求 項 ６ な い し ８ の い ず れ か に 記 載 の ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ に お い て 、 綱 溝 （ 201） の 被 覆
材 （ 202） の 下 に 設 け ら れ た 、 巻 上 ロ ー プ （ ３ ） を ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ に 効 果 的 に 食 い 込
ま せ る 溝 （ 203） は 、 下 部 を 切 り 取 っ た 溝 、 Ｖ 字 形 状 の 溝 、 目 的 に 応 じ た 他 の 形 状 を 有 す
る 溝 、 ま た は 複 数 の 平 行 な 溝 と し て よ い こ と を 特 徴 と す る ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
請 求 項 ６ な い し ９ の い ず れ か に 記 載 の ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ （ ７ ） に お い て 、 該 ト ラ ク シ ョ
ン シ ー ブ は 、 前 記 巻 上 ロ ー プ を ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ に 食 い 込 ま せ る 挿 入 体 （ 204） を 含 み
、 該 挿 入 体 は ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ （ ７ ） の 被 覆 材 （ 201） の 下 に 埋 め 込 ま れ 、 該 挿 入 体 に
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前 記 巻 上 ロ ー プ （ ３ ） は 食 い 込 み 可 能 で あ り 、 こ れ に よ っ て 、 エ レ ベ ー タ 運 転 用 の 十 分 な
把 持 力 が ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ （ ７ ） と 巻 上 ロ ー プ （ ３ ） と の 間 に 確 保 さ れ る こ と を 特 徴 と
す る ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ 。
【 請 求 項 １ １ 】
請 求 項 １ な い し 10の い ず れ か に 記 載 の ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ （ ７ ） に お い て 、 該 ト ラ ク シ ョ
ン シ ー ブ は 、 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ （ ７ ） の 外 側 リ ム （ 106） 上 の 綱 溝 （ 201） に お け る 被 覆
材 （ 102） の 下 に 、 ざ ら ざ ら し た 粗 い 領 域 を 有 し 、 該 領 域 に よ っ て 巻 上 ロ ー プ （ ３ ） と ト
ラ ク シ ョ ン シ ー ブ （ ７ ） と の 間 に 十 分 な 把 持 力 が 確 保 さ れ る こ と を 特 徴 と す る ト ラ ク シ ョ
ン シ ー ブ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
従 来 の ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ エ レ ベ ー タ の 運 転 は 、 巻 上 ロ ー プ で あ る と 同 時 に 懸 垂 ロ ー プ で
も あ る ス チ ー ル ロ ー プ が 金 属 製 の ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ に よ っ て 動 か さ れ る 方 式 に 基 づ い て
い て 、 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ は し ば し ば 鋳 鉄 製 で あ り 駆 動 装 置 に よ っ て 駆 動 さ れ る 。 巻 上 ロ
ー プ が 動 く こ と に よ っ て 、 巻 上 ロ ー プ に 懸 垂 さ れ て い る カ ウ ン タ ウ ェ イ ト お よ び エ レ ベ ー
タ カ ー が 動 く 。 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ か ら 巻 上 ロ ー プ へ 与 え ら れ る 駆 動 力 と 、 制 動 時 に お け
る ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ を 用 い た 制 動 力 と は 、 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ と ロ ー プ と の 摩 擦 に よ っ
て 伝 達 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
エ レ ベ ー タ 運 転 の 通 常 の 条 件 下 で は 、 使 用 す る 金 属 製 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ の 材 料 と 巻 上 ロ
ー プ と の 摩 擦 係 数 は 、 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ と 巻 上 ロ ー プ と の 間 に 作 用 す る 適 切 な 把 持 力 を
保 持 す る の に 、 し ば し ば 不 十 分 で あ る 。 そ こ で ロ ー プ に よ っ て 伝 達 さ れ る 摩 擦 お よ び 力 は
、 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ の 綱 溝 の 形 状 を 加 工 す る か 、 あ る い は 例 え ば 綱 溝 に 摩 擦 係 数 を 増 大
さ せ る 被 覆 材 を 設 け る こ と に よ っ て 、 増 加 さ せ る こ と が で き る 。 し か し 被 覆 材 を 設 け た ト
ラ ク シ ョ ン シ ー ブ を 有 す る エ レ ベ ー タ の 場 合 、 例 え ば 火 事 な ど の 異 常 事 態 で は 、 ト ラ ク シ
ョ ン シ ー ブ の 表 面 の 被 覆 材 が 燃 え た り 溶 け た り し て 破 壊 さ れ て し ま う こ と も 起 こ り 得 る 。
か か る 事 態 で は 、 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ と 巻 上 ロ ー プ と の 摩 擦 係 数 は 不 十 分 な も の と な り 、
エ レ ベ ー タ 動 作 は 制 御 不 能 と な っ て し ま う 。 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ と 巻 上 ロ ー プ と の 間 に 作
用 す べ き 適 切 な 把 持 力 が 失 わ れ る こ と は 、 エ レ ベ ー タ 運 転 お よ び 安 全 性 の 点 で 問 題 と な る
危 険 な 事 態 で あ る 。 被 覆 材 が 損 傷 を 受 け る と 、 エ レ ベ ー タ の 機 能 を 保 持 す る た め の シ ス テ
ム の 能 力 が 損 な わ れ 、 同 時 に エ レ ベ ー タ の 信 頼 性 も 、 特 に エ レ ベ ー タ カ ー と カ ウ ン タ ウ ェ
イ ト と に 大 き な 不 均 衡 が 生 じ た 状 況 下 で 把 持 力 が 減 少 す る と 、 変 化 す る 。 か か る 状 況 は エ
レ ベ ー タ に 全 く 負 荷 が か か っ て い な い か 、 あ る い は 大 き な 負 荷 が か か っ て い る 場 合 に 生 じ
る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
被 覆 材 が 失 わ れ た た め に 把 持 力 が 減 少 す る 問 題 に 対 し て 、 １ つ の 方 式 が 米 国 特 許 第 446516
1号 の 明 細 書 に 開 示 さ れ て い る 。 こ こ で 紹 介 す る こ の 方 式 は 、 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ の 被 覆
材 下 に 歯 形 を 設 け て 、 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ と ス チ ー ル ワ イ ヤ ロ ー プ と の 間 に 、 被 覆 材 が 破
壊 さ れ た 後 も 良 好 な 把 持 力 を 確 保 す る も の で あ る 。 公 知 技 術 に よ っ て 実 装 さ れ る こ の よ う
な 歯 形 の 問 題 点 は 、 被 覆 材 が 消 失 す る と 巻 上 ロ ー プ が ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ に 接 触 す る こ と
と な り 、 こ れ に よ っ て 巻 上 ロ ー プ お よ び そ の 構 体 に 損 傷 を 与 え か ね な い こ と で あ る 。 と り
わ け 、 歯 形 と 巻 上 ロ ー プ と が 大 き な 負 荷 下 で 接 触 す る と 、 ロ ー プ が 損 傷 を 受 け か ね ず 、 こ
れ に よ り ロ ー プ が 切 断 さ れ る こ と に も な り か ね な い 。 こ れ は 重 大 な 安 全 上 の リ ス ク で あ る
。 巻 上 ロ ー プ が 損 傷 を 受 け る と エ レ ベ ー タ の 信 頼 性 も 変 化 し 、 こ れ に よ っ て 、 と り わ け エ
レ ベ ー タ に 大 き な 負 荷 が か か っ て い る 場 合 に 危 険 に な る 。 従 来 技 術 に よ っ て ト ラ ク シ ョ ン
シ ー ブ に 実 装 さ れ た 被 覆 材 を 喪 失 す る と 、 以 下 の 結 果 も 生 じ る 。 す な わ ち 、 歯 形 と ス チ ー
ル ワ イ ヤ ロ ー プ と が 接 触 し て ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ お よ び 巻 上 ロ ー プ の 両 方 が 損 傷 を 受 け る
た め 、 そ れ ら 両 方 を 交 換 す る こ と が し ば し ば 必 要 と な る 。 こ れ に よ り 相 当 に 余 分 な コ ス ト
が か か る 。
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【 ０ ０ ０ ４ 】
本 発 明 は 、 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ の 被 覆 材 を 喪 失 し 、 あ る い は そ れ が 損 傷 を 受 け た と い う 問
題 あ る 事 態 に お い て も 、 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ が 巻 上 ロ ー プ に 対 し て 十 分 な 把 持 力 を 有 す る
エ レ ベ ー タ を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。 本 発 明 は ま た 、 従 来 技 術 方 式 の 欠 点 を 除 去 ま た
は 回 避 し 、 被 覆 材 が 失 わ れ た 後 で あ っ て も 巻 上 ロ ー プ に 対 す る 十 分 な 把 持 力 を 有 し 、 耐 久
性 が あ り 、 ロ ー プ に 摩 耗 お よ び 損 傷 を 与 え な い ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ を 提 供 す る こ と を 目 的
と す る 。 本 発 明 は さ ら に 、 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ 表 面 の 被 覆 材 が 失 わ れ た 後 で あ っ て も ト ラ
ク シ ョ ン シ ー ブ と 巻 上 ロ ー プ と の 間 の 十 分 な 把 持 力 を 保 証 す る 、 新 方 式 の ト ラ ク シ ョ ン シ
ー ブ を 開 示 す る こ と を 目 的 と す る 。 本 発 明 は ま た 、 ロ ー プ と ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ と の か み
合 い 方 式 を 、 エ レ ベ ー タ シ ス テ ム に 含 ま れ る 転 向 プ ー リ に も 応 用 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 の 構 成 要 件 に つ い て は 、 特 許 請 求 の 範 囲 を 参 照 さ れ た い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 の エ レ ベ ー タ で は 、 被 覆 材 を 設 け た ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ ま た は 少 な く と も そ の 外 側
リ ム は 、 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ 表 面 の 被 覆 材 が 失 わ れ た 後 に ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ に 巻 上 ロ ー
プ を 食 い 込 ま せ る 材 料 で 作 ら れ て い る 。 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ は 、 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ 材 料
に ロ ー プ を 効 果 的 に 食 い 込 ま せ る 材 料 で 作 ら れ る 。 こ の よ う に 、 巻 上 ロ ー プ が ト ラ ク シ ョ
ン シ ー ブ 材 料 に 食 い 込 む た め 、 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ の 被 覆 材 が 失 わ れ た り 損 傷 を 受 け た り
と い っ た 異 常 事 態 と な っ て も 、 エ レ ベ ー タ は 必 要 な 把 持 力 を 保 持 す る こ と が で き る 。 ト ラ
ク シ ョ ン シ ー ブ お よ び 巻 上 ロ ー プ は 、 こ の よ う に 、 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ 表 面 の 被 覆 材 が 失
わ れ た と い う 事 態 と な っ て も ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ と ロ ー プ と の 間 に 十 分 な 把 持 力 が 得 ら れ
る よ う に 選 択 さ れ た 材 料 の ペ ア を 形 成 す る 。 か か る 材 料 の ペ ア に よ れ ば 、 巻 上 ロ ー プ は ト
ラ ク シ ョ ン シ ー ブ に 食 い 込 む た め 、 巻 上 ロ ー プ と ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ と の 間 に は エ レ ベ ー
タ の 運 転 に 必 要 な 把 持 力 が 生 成 さ れ る 。 巻 上 ロ ー プ の 材 料 よ り 柔 軟 で 、 巻 上 ロ ー プ を ト ラ
ク シ ョ ン シ ー ブ に 食 い 込 ま せ る 材 料 よ り 柔 軟 な 材 料 を ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ に 使 用 す る と 、
巻 上 ロ ー プ を 保 護 す る 効 果 が 得 ら れ る 。 巻 上 ロ ー プ 自 体 が 損 傷 を 受 け る こ と は ま ず な い た
め 、 巻 上 ロ ー プ は そ の 特 性 を 維 持 し な が ら ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ 材 料 に 食 い 込 む 。 本 発 明 に
よ る 方 式 で は 、 巻 上 ロ ー プ は 、 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ の 材 料 に 食 い 込 む 硬 質 な 細 い ワ イ ヤ で
作 ら れ て い て 、 こ れ に よ り 巻 上 ロ ー プ と ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ と の 間 に は 十 分 な 把 持 力 が 保
持 さ れ る 。 巻 上 ロ ー プ の ワ イ ヤ は 非 常 に 硬 質 な 材 料 、 特 に 細 い ス ー パ ー ス ト ロ ン グ ロ ー プ
で 作 ら れ て い る た め 、 例 え ば 軟 鋼 、 ア ル ミ ニ ウ ム 、 鋳 鉄 、 真 鍮 ま た は 他 の 材 料 な ど 、 ト ラ
ク シ ョ ン シ ー ブ 材 料 と し て 妥 当 な も の を 用 い る こ と に よ っ て 、 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ 表 面 の
被 覆 材 が 失 わ れ た 後 で も 、 巻 上 ロ ー プ と ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ と の 間 に 十 分 な 把 持 力 を 生 成
す る こ と が 可 能 で あ る 。 上 述 の よ う に 巻 上 ロ ー プ を ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ 自 体 に 食 い 込 み 可
能 と さ せ る の と 同 様 の 方 式 で 巻 上 ロ ー プ を 食 い 込 み 可 能 と さ せ る 挿 入 体 を 、 ト ラ ク シ ョ ン
シ ー ブ の 被 覆 材 の 下 に 加 え る こ と に よ っ て も 、 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ と 巻 上 ロ ー プ と の 間 に
十 分 な 把 持 力 を 確 保 す る こ と が 可 能 で あ る 。 こ の 場 合 は 、 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ と 巻 上 ロ ー
プ と で 、 巻 上 ロ ー プ を ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ 材 料 に 食 い 込 ま せ る 材 料 の ペ ア を 形 成 す る 必 要
は な い 。 そ の 代 わ り に 、 加 え ら れ た 挿 入 体 が 、 巻 上 ロ ー プ と 共 同 し て 懸 案 の 材 料 の ペ ア を
形 成 す る 。 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ 表 面 の 摩 擦 係 数 を 増 大 さ せ る 被 覆 材 を 喪 失 し た 場 合 に お け
る 、 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ と 巻 上 ロ ー プ と の 間 の 十 分 な 把 持 力 は 、 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ 材 料
中 、 綱 溝 の 被 覆 材 の 下 に ざ ら ざ ら し た 粗 い 領 域 を 設 け る こ と に よ っ て も 確 保 可 能 で あ り 、
こ の 領 域 は 巻 上 ロ ー プ と 接 触 す る と 十 分 な 把 持 力 を 生 成 す る 。 本 発 明 の 目 的 は 、 ト ラ ク シ
ョ ン シ ー ブ 表 面 の 被 覆 材 が 失 わ れ 、 あ る い は 損 傷 を 受 け る と い う 問 題 の 異 常 事 態 と な っ て
も 本 発 明 に よ る エ レ ベ ー タ を 最 適 な 形 で 長 時 間 運 転 さ せ る と い う こ と で は な く 、 本 発 明 に
よ る 方 式 に よ っ て 必 要 な 期 間 だ け エ レ ベ ー タ を 安 全 に 動 作 さ せ る こ と で あ る 。 こ れ は エ レ
ベ ー タ の 安 全 装 置 で あ り 、 上 述 の 異 常 事 態 に お い て エ レ ベ ー タ が 確 実 に 一 時 的 に 安 全 な 動
作 を 行 う よ う 、 設 計 さ れ て い る 。 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ の 被 覆 材 が 失 わ れ 、 あ る い は 損 傷 を
受 け た 場 合 に お け る ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ と 巻 上 ロ ー プ と の 間 の 把 持 力 は 、 一 時 的 に 得 ら れ
る 特 性 で あ る 。 つ ま り 、 被 覆 材 が 損 傷 を 受 け た 後 は 、 可 能 な 限 り 早 期 に エ レ ベ ー タ を 保 守
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点 検 す る 必 要 が あ る 。 本 発 明 に よ る エ レ ベ ー タ ま た は ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ に は 、 ト ラ ク シ
ョ ン シ ー ブ の 被 覆 材 が 失 わ れ 、 あ る い は 損 傷 を 受 け た こ と を 示 す 信 号 を 生 成 す る 検 出 装 置
を 設 け て も よ い 。 こ の 検 出 装 置 に よ っ て 、 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ の 被 覆 材 の 損 傷 に つ い て の
情 報 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 を 用 い る こ と に よ り 、 以 下 の 利 点 が 得 ら れ る 。
－ 　 被 覆 材 を 喪 失 し た 後 で も 、 エ レ ベ ー タ 運 転 に と っ て 十 分 な 把 持 力 が ト ラ ク シ ョ ン シ ー
ブ と 巻 上 ロ ー プ と の 間 に 依 然 と し て 保 持 さ れ る 。
－ 　 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ と 巻 上 ロ ー プ と が 接 触 す る こ と に よ っ て 巻 上 ロ ー プ が 損 傷 を 受 け
る 可 能 性 は 、 従 来 技 術 に よ っ て 行 わ れ る 方 式 に 比 較 し て 、 相 当 に 小 さ く な る 。
－ 　 巻 上 ロ ー プ の 特 性 は 被 覆 材 を 喪 失 し た 後 も 損 な わ れ ず 、 こ れ に よ っ て 、 異 常 事 態 と な
っ て も エ レ ベ ー タ の 機 能 お よ び 信 頼 性 は 保 証 さ れ る 。
－ 　 使 用 者 に と っ て 安 全 で 、 綱 車 、 と り わ け ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ の 被 覆 材 が 失 わ れ る と い
う 異 常 事 態 と な っ て も そ の 機 能 を 維 持 で き る エ レ ベ ー タ が 実 現 さ れ る 。
－ 　 被 覆 材 が 失 わ れ た た め に ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ の 外 側 リ ム の 材 料 と 巻 上 ロ ー プ と の 接 触
が 生 じ た 後 は 、 多 く の 場 合 、 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ を 交 換 し さ え す れ ば よ く 、 巻 上 ロ ー プ を
交 換 す る 必 要 は な い 。 こ れ に よ っ て 相 当 に コ ス ト が 削 減 で き る 。
－ 　 ロ ー プ と し て 細 い ワ イ ヤ を 使 用 可 能 で あ り 、 さ ら に 細 い ワ イ ヤ ほ ど 強 度 を 高 く す る こ
と が で き る た め 、 巻 上 ロ ー プ を そ れ 相 応 に 細 く す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 よ り 小 さ
い 綱 車 を 使 用 可 能 で あ り 、 こ れ は ま た 、 少 ス ペ ー ス 化 を 実 現 し 、 安 価 な レ イ ア ウ ト 方 式 を
可 能 に す る 。
－ 　 巻 上 ロ ー プ と ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ と の 間 に 必 要 と さ れ る 把 持 力 を 実 装 す る こ と は 簡 単
で 、 利 点 も 多 い 。
－ 　 被 覆 材 の 下 に あ る 綱 溝 の 底 部 に は 、 間 に 、 迅 速 に 作 用 す る 安 定 し た 把 持 力 を 得 る た め
の 綱 溝 形 状 を 設 け て も よ く 、 こ れ に よ っ て 、 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ と 巻 上 ロ ー プ と の 間 に 、
よ り 安 定 し た 把 持 力 が 得 ら れ る 。
－ 　 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ と 巻 上 ロ ー プ と の 間 の 十 分 な 把 持 力 は 、 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ の 被
覆 材 の 下 に あ る 綱 溝 の 底 部 に ざ ら ざ ら し た 粗 い 領 域 を 設 け る こ と に よ っ て も 、 実 現 で き る
。
－ 　 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ の 外 側 リ ム の み を 、 ロ ー プ を ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ に 効 果 的 に 食 い
込 ま せ る 材 料 で 作 る こ と も 可 能 で あ る 。
－ 　 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ の 被 覆 材 が 失 わ れ た 場 合 に お い て も 、 一 時 的 に 安 全 に エ レ ベ ー タ
運 転 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
以 下 、 本 発 明 を 添 付 図 面 を 参 照 し な が ら 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
図 １ は エ レ ベ ー タ 構 体 を 表 す 図 で あ る 。 こ の エ レ ベ ー タ は 機 械 室 な し の エ レ ベ ー タ と す る
の が 望 ま し く 、 駆 動 装 置 ６ は エ レ ベ ー タ シ ャ フ ト 内 に 配 置 さ れ る が 、 本 発 明 は 機 械 室 を 有
す る エ レ ベ ー タ に も 適 用 可 能 で あ る 。 エ レ ベ ー タ の 巻 上 ロ ー プ ３ は 以 下 の よ う に 走 行 す る
。 一 連 の ロ ー プ の 一 端 は 、 カ ウ ン タ ウ ェ イ ト ガ イ ド レ ー ル 11に 沿 っ て 走 行 す る カ ウ ン タ ウ
ェ イ ト ２ の 走 路 の 上 方 で シ ャ フ ト 上 部 に 位 置 す る 支 持 体 13に 固 定 さ れ て い る 。 そ こ か ら ロ
ー プ は 下 降 し 、 カ ウ ン タ ウ ェ イ ト を 懸 垂 し カ ウ ン タ ウ ェ イ ト ２ に 回 転 可 能 に 接 続 さ れ て い
る 転 向 プ ー リ ９ に 達 し 、 こ れ ら 転 向 プ ー リ ９ か ら ロ ー プ ３ は 上 昇 し て 駆 動 装 置 ６ の ト ラ ク
シ ョ ン シ ー ブ ７ に 達 し 、 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ に 設 け ら れ た 綱 溝 に 沿 っ て 走 行 す る 。 ト ラ ク
シ ョ ン シ ー ブ ７ か ら ロ ー プ ３ は 下 降 し 、 カ ー ガ イ ド レ ー ル 10に 沿 っ て 走 行 す る エ レ ベ ー タ
カ ー １ に 達 し 、 エ レ ベ ー タ カ ー を 一 連 の ロ ー プ 上 に 懸 垂 す る た め の 転 向 プ ー リ ４ を 介 し て
、 カ ー の 下 を 通 過 す る 。 そ し て 最 後 に エ レ ベ ー タ カ ー か ら 上 昇 し て シ ャ フ ト 上 部 の 支 持 体
14に 達 し 、 そ こ で 一 連 の ロ ー プ ３ の 第 ２ の 端 部 は 固 定 さ れ る 。 シ ャ フ ト 上 部 の 支 持 体 13と
、 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ ７ と 、 ロ ー プ に よ っ て カ ウ ン タ ウ ェ イ ト を 懸 垂 す る 転 向 プ ー リ ９ と
の 相 互 配 置 に よ り 、 支 持 体 13か ら カ ウ ン タ ウ ェ イ ト ２ へ 達 す る ロ ー プ 部 分 も 、 カ ウ ン タ ウ
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ェ イ ト ２ か ら ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ ７ へ 到 達 す る ロ ー プ 部 分 も 、 両 方 と も カ ウ ン タ ウ ェ イ ト
２ の 走 路 に 対 し て 実 質 的 に 平 行 に な る の が 好 ま し い 。 こ れ と 同 様 に 、 シ ャ フ ト 上 部 の 支 持
体 14と 、 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ ７ と 、 ロ ー プ 上 に エ レ ベ ー タ カ ー を 懸 垂 す る 転 向 プ ー リ ４ と
の 相 互 配 置 に よ り 、 支 持 体 14か ら エ レ ベ ー タ カ ー １ へ 到 達 す る ロ ー プ 部 分 も 、 エ レ ベ ー タ
カ ー １ か ら ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ ７ へ 到 達 す る ロ ー プ 部 分 も 、 実 質 的 に エ レ ベ ー タ カ ー １ の
走 路 に 対 し て 平 行 に な る 方 式 が 好 ま し い 。 本 方 式 に よ れ ば 、 こ れ 以 上 転 向 プ ー リ を 追 加 し
て シ ャ フ ト に お け る ロ ー プ の 走 路 を 定 め る 必 要 は な い 。 エ レ ベ ー タ カ ー １ の 重 心 を 通 る 鉛
直 中 心 線 に 関 し て 実 質 的 に 対 称 的 に 、 エ レ ベ ー タ カ ー を 支 持 す る 綱 車 ４ が 取 り 付 け ら れ て
い れ ば 、 ロ ー プ 懸 垂 は 実 質 的 に 中 心 方 式 で エ レ ベ ー タ カ ー １ に 作 用 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
好 ま し く は エ レ ベ ー タ シ ャ フ ト 内 に 配 置 さ れ た 駆 動 装 置 ６ は 、 平 坦 な 構 造 を 有 す る 。 換 言
す れ ば 、 駆 動 装 置 は そ の 幅 お よ び ／ ま た は 高 さ に 比 較 し て 深 さ が 小 さ く 、 あ る い は 、 少 な
く と も 駆 動 装 置 は エ レ ベ ー タ カ ー と エ レ ベ ー タ シ ャ フ ト の 壁 と の 間 に 収 納 可 能 な ほ ど に ス
リ ム で あ る 。 駆 動 装 置 は 様 々 な 方 式 で 配 置 し て よ い 。 と り わ け ス リ ム な 駆 動 装 置 で あ れ ば
、 ま ず ま ず 容 易 に エ レ ベ ー タ カ ー の 上 方 に 配 置 可 能 で あ る 。 エ レ ベ ー タ シ ャ フ ト 内 に は 、
ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ ７ を 運 転 す る モ ー タ と 、 エ レ ベ ー タ 制 御 機 器 と に 電 力 を 供 給 す る の に
必 要 な 設 備 を 設 置 す る の が 好 ま し く 、 モ ー タ お よ び エ レ ベ ー タ 制 御 機 器 は 両 方 と も 共 通 の
装 置 パ ネ ル ８ に 配 置 す る か 、 そ れ ぞ れ 別 々 に 設 置 す る か 、 一 部 ま た は 全 体 を 駆 動 装 置 ６ に
統 合 し て 設 置 し て も よ い 。 駆 動 装 置 は ギ ヤ 式 ま た は ギ ヤ レ ス 式 に し て よ い 。 好 ま し い 方 式
は 、 永 久 磁 石 モ ー タ を 有 す る ギ ヤ レ ス 式 駆 動 装 置 で あ る 。 駆 動 装 置 は エ レ ベ ー タ シ ャ フ ト
の 壁 、 天 井 、 ガ イ ド レ ー ル 、 ま た は 梁 や フ レ ー ム な ど の 他 の 構 体 に 固 定 し て も よ い 。 駆 動
装 置 を 下 方 に 有 す る エ レ ベ ー タ の 場 合 は 、 さ ら に 、 駆 動 装 置 を エ レ ベ ー タ シ ャ フ ト の 底 部
に 設 置 す る こ と と し て も よ い 。 図 １ は 経 済 的 な ２ ： １ の 懸 垂 比 を 示 す が 、 本 発 明 は １ ： １
の 懸 垂 比 を 用 い る エ レ ベ ー タ に 適 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。 換 言 す れ ば 、 巻 上 ロ ー プ が 転
向 プ ー リ を 用 い る こ と な く 直 接 カ ウ ン タ ウ ェ イ ト お よ び エ レ ベ ー タ カ ー に 接 続 さ れ て い る
エ レ ベ ー タ や 、 あ る い は 、 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ エ レ ベ ー タ に 適 し た 他 の 何 ら か の 懸 垂 方 式
を 採 用 す る エ レ ベ ー タ に 適 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
図 ２ は 本 発 明 で 使 用 す る 綱 車 の 部 分 断 面 図 を 示 す 。 綱 車 の 外 側 リ ム 106の 綱 溝 101は 被 覆 材
102に よ っ て 覆 わ れ て い る 。 綱 車 の 中 心 に は 、 綱 車 を 設 置 す る 軸 受 用 の ス ペ ー ス 103が 含 ま
れ て い る 。 綱 車 は ボ ル ト 用 の 孔 105も 備 え て い て 、 こ れ に よ っ て 綱 車 の 側 面 で 綱 車 を 巻 上
装 置 ６ 中 の 支 持 体 、 例 え ば 回 転 フ ラ ン ジ に 固 定 し 、 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ ７ を 形 成 す る 。 そ
の 場 合 、 巻 上 装 置 以 外 の 軸 受 は 必 要 と な ら な い 。 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ と し て 用 い ら れ る 綱
車 の 材 料 と し て は 、 被 覆 材 102が 失 わ れ た 後 も 、 使 用 さ れ る 巻 上 ロ ー プ と 共 同 し て 、 巻 上
ロ ー プ ３ を 綱 溝 101に 食 い 込 ま せ る 材 料 の ペ ア を 形 成 す る も の が 、 選 択 さ れ る 。 こ れ に よ
り 、 綱 車 100の 被 覆 材 102が 失 わ れ た 非 常 事 態 と な っ て も 、 確 実 に 綱 車 100と 巻 上 ロ ー プ ３
と の 間 に 十 分 な 把 持 力 が 得 ら れ る 。 こ の 特 徴 に よ れ ば 、 上 述 の よ う な 事 態 に な っ て も 、 エ
レ ベ ー タ は そ の 機 能 お よ び 運 転 上 の 信 頼 性 を 保 持 す る こ と が で き る 。 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ
は 、 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ と し て 使 用 さ れ る 綱 車 100の 外 側 リ ム 106の み を 、 巻 上 ロ ー プ ３ と
共 同 し て 把 持 力 を 増 大 さ せ る 材 料 の ペ ア を 形 成 す る 材 料 で 作 る と い う 方 法 で 製 造 し て も よ
い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
図 ３ は 、 被 覆 材 が 失 わ れ 、 あ る い は 摩 損 し た 後 に お い て も 把 持 力 を 向 上 さ せ る よ う に 設 計
さ れ た 構 造 を 示 す 、 綱 溝 の 断 面 図 で あ る 。 溝 の 被 覆 材 202の 下 に あ る 綱 溝 の 底 部 201は 綱 溝
形 状 203を 有 し 、 こ れ に よ っ て ロ ー プ は 、 よ り 効 果 的 に 溝 に 食 い 込 む こ と が で き る 。 被 覆
材 202が 消 失 し た 後 、 綱 溝 形 状 203ま た は そ の 等 価 物 に よ れ ば 、 ロ ー プ は 、 よ り 堅 固 に 綱 車
に 食 い 込 み 、 こ れ に よ っ て 、 巻 上 ロ ー プ ３ と ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ と し て 用 い ら れ る 綱 車 10
0と の 間 に 十 分 な 把 持 力 が 確 保 さ れ 、 同 時 に 、 巻 上 ロ ー プ は 接 触 に よ る 損 傷 か ら 防 護 さ れ
る 。 ロ ー プ を よ り 効 果 的 に 溝 に 食 い 込 ま せ る こ の 綱 溝 形 状 は 、 下 部 を 切 り 取 っ た 溝 、 Ｖ 字
形 状 の 溝 、 ま た は こ れ ら に 類 似 し た 綱 溝 形 状 か ら 成 る こ と と し て よ い 。 綱 溝 底 部 201の 被
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覆 材 202の 下 に は 、 様 々 な 形 状 の 多 数 の 平 行 な 溝 を 設 け て も よ く 、 こ れ に よ っ て 、 被 覆 材 2
02が 失 わ れ 把 持 力 が 弱 ま っ た 後 も 、 巻 上 ロ ー プ ３ を 綱 車 100に 確 実 に 食 い 込 ま せ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 ４ は 、 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ と し て 用 い ら れ 、 綱 溝 201に 被 覆 材 202を 有 す る 綱 車 100を 示
す 。 こ の 綱 溝 で は 、 様 々 な 材 料 で 作 ら れ た 挿 入 体 204が 被 覆 材 の 下 に 加 え ら れ て い て 、 こ
れ に よ り 食 い 込 み 効 果 を 強 化 し て い る 。 こ の 方 式 で は 、 綱 車 100の 表 面 の 被 覆 材 202が 失 わ
れ た 場 合 に 、 巻 上 ロ ー プ ３ は 挿 入 体 204の 中 に ま で 進 入 し 、 巻 上 ロ ー プ ３ と 綱 車 100と の 間
に 十 分 な 把 持 力 が 保 持 さ れ る 。 挿 入 体 を 使 用 す る 場 合 、 巻 上 ロ ー プ と 綱 車 100全 体 の 材 料
と の 食 い 込 み 効 果 を 高 め る 材 料 の ペ ア を 形 成 す る こ と は 不 要 と な る 。 そ の 代 わ り に 、 か か
る 材 料 の ペ ア を 形 成 す る 挿 入 体 を 加 え さ え す れ ば よ い 。 使 用 さ れ る 挿 入 体 材 料 は 、 軟 鋼 、
鋳 鉄 、 真 鍮 ま た は そ の 他 の 金 属 等 、 本 目 的 に と っ て 適 切 な 同 等 の 材 料 と し て よ い 。 被 覆 材
202の 下 の 綱 溝 底 部 201に 加 え ら れ た 挿 入 体 204は 、 綱 溝 の 底 部 201に 沿 っ て 綱 車 100全 体 を
一 周 す る チ ュ ー ブ ま た は ハ ー フ チ ュ ー ブ と し て 構 成 し て よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
少 な く と も ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ と し て 用 い ら れ る 綱 車 100の 材 料 は 、 使 用 さ れ る 巻 上 ロ ー
プ ３ と 共 同 し て 材 料 の ペ ア を 形 成 し 、 こ の 材 料 の ペ ア に お い て ロ ー プ ３ は 綱 車 100に 食 い
込 む 。 被 覆 材 102が 失 わ れ た 後 で あ っ て 、 ロ ー プ ３ が 綱 車 100へ の 食 い 込 み を 開 始 す る 前 に
生 じ る 、 綱 車 100と 巻 上 ロ ー プ ３ と の 間 の 摩 擦 力 の 一 時 的 な 減 少 は 、 綱 溝 の 底 部 201に 作 ら
れ た 様 々 な 形 状 の 溝 203に よ っ て 、 回 避 す る こ と が 可 能 で あ る 。 こ の 方 式 に よ れ ば 、 迅 速
に 作 用 す る 安 定 し た 把 持 力 が 綱 車 100と 巻 上 ロ ー プ ３ と の 間 に 得 ら れ る 。 綱 溝 201に 用 い ら
れ る 被 覆 材 料 202は ゴ ム 、 ポ リ ウ レ タ ン ま た は そ の 他 の 弾 性 材 料 で 構 成 し て よ い 。 被 覆 材 2
02を 使 用 す る こ と に よ り 、 綱 車 100と 巻 上 ロ ー プ ３ と の 間 に 大 き な 摩 擦 力 が 得 ら れ 、 巻 上
ロ ー プ ３ を 一 定 の 支 持 力 で 支 持 で き 、 ロ ー プ 内 部 の 緊 張 を 減 少 さ せ る こ と が で き る 。 被 覆
材 202が 綱 車 100の 表 面 か ら 消 失 す る と い う 問 題 の あ る 事 態 に お い て も 、 選 択 さ れ た 材 料 の
ペ ア と 、 綱 溝 の 底 部 201に あ り 最 終 的 に 機 能 す る 予 備 溝 203と に よ り 、 巻 上 ロ ー プ ３ と 綱 車
100と の 間 に は 、 迅 速 で 信 頼 性 あ る 方 式 で 、 十 分 な 摩 擦 係 数 が 得 ら れ る 。 こ れ に よ り 、 問
題 あ る 事 態 に お け る エ レ ベ ー タ の 機 能 に つ い て 、 エ レ ベ ー タ の 運 転 お よ び 安 全 性 に 関 す る
保 証 が 得 ら れ る 。 細 く 硬 質 な ス チ ー ル ワ イ ヤ を 巻 上 ロ ー プ ３ に 使 用 す る こ と に よ り 、 綱 車
100は 、 軟 鋼 、 鋳 鉄 、 ア ル ミ ニ ウ ム 、 真 鍮 ま た は そ の 他 の 金 属 材 料 な ど 、 目 的 に 適 し て い
て 、 綱 車 100の 材 料 と し て 適 用 可 能 な 特 性 を 有 し 、 巻 上 ロ ー プ ３ を 食 い 込 ま せ る こ と が 可
能 な 材 料 で 製 造 可 能 で あ る 。 こ れ に よ っ て 、 エ レ ベ ー タ の 運 転 に と っ て 十 分 な 把 持 力 を 生
成 し 、 綱 車 100の 表 面 の 被 覆 材 料 202が 失 わ れ た 場 合 に 、 巻 上 ロ ー プ を 損 傷 か ら 防 護 す る 効
果 が 得 ら れ る 。 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ 100と 巻 上 ロ ー プ ３ と の 間 の 十 分 な 把 持 力 は 、 被 覆 材 2
02が 失 わ れ て し ま う と い う 異 常 事 態 に お い て も 、 ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ 表 面 の 材 料 に お い て
、 被 覆 材 202の 下 の 綱 溝 底 部 201に ざ ら ざ ら し た 粗 い 領 域 を 設 け る こ と に よ り 、 確 保 可 能 で
あ る 。 上 記 ざ ら ざ ら し た 粗 い 領 域 は 、 巻 上 ロ ー プ ３ と 綱 車 100と の 間 に 、 エ レ ベ ー タ の 運
転 に と っ て 十 分 な 摩 擦 力 を 生 成 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
以 上 、 本 発 明 を 添 付 図 面 を 参 照 し な が ら 実 施 例 を 用 い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は 、 特 許 請 求
の 範 囲 に 記 載 の 発 明 思 想 の 範 囲 内 で 、 他 に も 様 々 な 実 施 例 を 可 能 と す る 。 巻 上 ロ ー プ と ト
ラ ク シ ョ ン シ ー ブ と が 共 同 し て 形 成 す る 材 料 の ペ ア に よ れ ば 、 綱 車 の 綱 溝 に お け る 被 覆 材
が 失 わ れ て し ま う と い う 異 常 事 態 に お い て も 、 ロ ー プ と ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ と の 間 に 十 分
な 把 持 力 が 生 成 さ れ る こ と は 、 上 記 の 発 明 思 想 に よ り 、 明 ら か で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る エ レ ベ ー タ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 適 用 す る 綱 車 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に よ る ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ の 綱 溝 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に よ る ト ラ ク シ ョ ン シ ー ブ の 綱 溝 を 示 す 図 で あ る 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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